
EYでは監査法人と被監査会社のファイナンス部門が
共創しながらデジタルトランスフォーメーション（DX）
を進めることで、双方にとって新たな価値が生まれる
と考えています。本誌 2023年新年号より連載として、
監査のDXがどのように被監査会社への価値提供（リ
スクの適時把握やインサイト提供など）につながるか
をお伝えしています。
本稿では、本誌19年2月号でお伝えしたプロセスマ
イニングについて、会計監査での活用例と展望を紹介
します。

当法人では、これまでに7社の会計監査において、購
買プロセスへのプロセスマイニングのパイロット適用
を実施しています。購買プロセスは、物品の横領や架
空仕入による資金の着服といった、典型的な不正事例
が多く発生している領域です。会計監査におけるプロ
セスマイニングの利用方法を分類すると＜表1＞の通
りです。本稿では、このうち、プロセスの理解、内部
統制の評価における取引時間の分析および職務分掌の
分析の例を紹介します。

Ⅱ　会計監査におけるプロセスマイニングの
　　活用例

Ⅰ　はじめに

プロセスマイニングによる会計監査の高度化―活用例と展望
アシュアランスイノベーション本部 CoE推進部　公認会計士　原 誠　公認会計士　中村紘希　公認会計士　行本賢太

• Makoto Hara
主に製造業の会計監査に従事。2015年か
ら残高確認の電子化プロジェクト、18年
からプロセスマイニングの会計監査での活
用プロジェクトに従事し、Digital Auditの
推進に取り組んでいる。

• Hiroki Nakamura
主に製造業・卸売業の会計監査に従事。
2020年からプロセスマイニングやAIを活
用したContinuous Auditing（継続監査）
の監査利用プロジェクトに従事し、Digital 
Auditの推進に取り組んでいる。

• Kenta Yukimoto
主に製造業の会計監査に従事。2020年
からプロセスマイニングやAIを活用した
Continuous Auditing（継続監査）の監査
利用プロジェクトに従事し、Digital Audit
の推進に取り組んでいる。
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▶表1　プロセスマイニングの利用方法
利用目的 分析内容

プロセスの理解 プロセスの全体像を理解します。イベントデータに基づき取引パターンを分類し、例外処理を含む実際の取引フローを表すフローチャートに
基づいた分析を行います。

仕訳の理解 プロセスのどの時点でどのような仕訳起票が行われているかについて分析を行います。通常の業務フローでは想定されない仕訳が起票されて
いないかを確認します。

内部統制の評価

取引時間の分析 取引に要している時間に着目した分析を行います。主に、債務計上漏れのリスクが高い案件を抽出して検証を行います。
また、想定とは異なる取引時間を要している取引を抽出し、追加的な監査手続を実施します。

職務分掌の分析 イベントデータに登録されている人員に着目した分析を行います。プロセスへの関与者の職務分掌が図られていない取引
を抽出し、検証を行います。

スリーウェイマッ
チングの分析

発注、検収、請求データを照合し、単価・数量が一致していない取引を抽出し、検証を行います。

取引先の分析 プロセスの全体像を理解するため、取引先ごとに詳細分析を実施します。例えば、銀行口座や支払条件の変更が行われた取引先を抽出し、追
加的な検証を行います。
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1. プロセスの理解
プロセスマイニングでは、システム上のイベントデー
タから＜図1＞のような業務プロセスのフローチャート
を作成します。標準的な購買プロセスは、注文書の作
成、注文書の承認、納入された物品の検収、請求書の
受領、支払いという流れになっています。取引によっ
ては、注文書の承認が不要な場合があります。また、
注文書の却下や変更といった、派生的なイベントが発
生する場合があります。フローチャートの数字は、取
引の件数や金額を表し、フローの各パターンが、財務
諸表にどの程度の影響を与えるかを理解し、監査アプ
ローチを設計することに役立ちます。

＜図1＞のような、請求書の受領の後に注文書が作成
されるパターンとなる取引として、例えば、グループ会

▶図1　監査ツールEY Helix Process Miningによ
るフローチャートの例

図中の数字は、当該フローを経由した取引の件数を表しています。請求書
の受領の後に注文書の作成が続く場合が2,438件あることが分かります。

▶ 請求書の受領

注文書の変更

注文書の却下

▶ 注文書の承認

▶ 支払の転記

支払のブロック
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▶ 請求書の転記

▶ 請求書の支払

▶ 物品の検収

▶ 注文書の作成

社間取引や人材派遣などの取引で、月末に実績精算を
行う契約となっており、サービス提供を受けた後にシ
ステム上で正式発注処理をする業務設計になっている
場合が考えられます。このような場合は問題がない一
方、システム外で発注し、事後的にシステムで処理を
行う、統制の逸脱を示唆する取引や、取引先特有のサ
ブシステムを用いて発注する取引等の、業務プロセス
の追加の理解を要する取引である可能性もあります。
監査上、このようなフローチャートの分析を踏まえて、
実際の業務内容の理解を行います。
また、プロセスの理解の一環として、工場等の管理
単位ごとのフローチャートの比較を行います。比較に
より、業務フローや内部統制の状況が同一であること
を確認できれば、管理単位を超えて監査上の母集団を設
定することが可能となります。次ページ＜図2＞の例
では、2つの工場を持つ被監査会社について、工場ご
とのフローチャートを比較し、プロセスが同一である
ことを確認しています。

2. 内部統制の評価 - 取引時間の分析
買掛金の網羅性を検証する際、発注済未検収品（発
注されたが物品の納入・検収まで至っていない取引）
の分析を行います。従来型の監査手続では、取引先別
の全般的な質問や分析、個別取引の検証が主な手法で
したが、プロセスマイニングでは、フローチャートや
システムに蓄積された過年度の取引実績データを活用
することで、当該取引先との取引状況の変化を詳細に
分析し、債務の計上漏れのリスクを評価することがで
きます。
ある被監査会社では、発注から検収までの平均日数
は91日でした。発注済未検収品データを取引先別か
つ発注月別に集計し、平均日数と比較して長期間未検
収となっている取引がある取引先として、A社が識別
されました（次ページ＜表2＞参照）。
取引先Aとの主な取引は、被監査会社からの外注加

工の委託取引です。発注品目別に、期末日時点の発注
済未検収品の発注後経過時間と、過去の同品目の検収
リードタイム（発注から検収までに要した時間）を比
較し、検収リードタイムが長期化している品目を確認
しました。また、取引先Aとの取引フローを分析しまし
た（11ページ＜図3＞参照）。その結果、フローチャー
トに変化や異常な点は見られず、昨今の半導体不足や
資源価格高騰の影響を受け、被監査会社側での支給品
の確保や前工程作業が遅延し、取引先への支給品準備
に時間を要していることで、発注から検収までの期間
が長期化していることが分かりました。また、債務の
計上漏れはなく、支給品の準備の遅延が損失計上につ
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ながる状況ではないことも確認できました。

3. 内部統制の評価 - 職務分掌の分析
購買プロセスで一般的に求められる職務分掌の例と
して、発注と検収の分離があります。同一の担当者が
発注し、自ら検収できる場合、物品の横領や架空仕入
による金銭の着服が可能となります。プロセスマイニン
グでは、注文書の承認と物品の検収の実施者のデータ
を用いて、職務分掌が適切に行われているかを確認す
ることができます。想定される職務分掌が行われてい
ない取引があった場合、当該取引の検証に加え、当該
取引を行った従業員が関わった他の取引の分析や、当

該従業員と他の従業員の関係を分析し、異常な取引が
ないか検証を行います。
＜図4＞の例では、従業員3人が自ら注文書を承認

し物品を検収したことが、ループした矢印で表されて
います。また、18件の内2件については、他の従業員
が取引に関係していることが分かります。取引の詳細
を確認した結果、いずれも取引内容の修正等の特殊な
状況における処理であり、別途の統制が組み込まれて
いることから、内部統制に問題のないことが確認でき
ました。

▶表2　A社への発注済未検収品の発注月別発注残高

発注月
2022年 2021年

3月 2月 1月 12月 11月 10月 9月 8月 7月 6月 5月 4月

未検収残高 109 155 208 8 11 9 2 0 202 1 2 1

A社に対する21年7月の発注品が、22年3月末時点で多額に未検収であることが分かります。

▶図2　工場ごとのフローチャートの比較

取引の約84％が工場1、約16％が工場2で発注されていることが分かります。フローの構成割合が若干異なるものの、どちらの工場もフローチャートの形が同
じことが分かります。

工場1
▶ 注文書の作成

注文書の却下

注文書の変更

▶ 請求書の受領

請求書の支払

支払の転記

物品の検収

13％
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0％9％
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0％

1％
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1％

0％

0％

90％
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90％

100％

0％

工場2
▶ 注文書の作成

注文書の却下

注文書の変更

▶ 請求書の受領

請求書の支払

支払の転記

物品の検収

19％

1％ 0％

0％7％

17％

0％

3％

0％

3％

8％

8％

81％

63％

81％

100％

0％

工場

合計

▼ 発注額 割合

103 0.21％

49,071 100％

41,329 84.22％工場1

工場2

-

0％

注文書の承認

77％

0％

61％

注文書の承認

7,638 15.57％

請求書の転記 請求書の転記
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お問い合わせ先
EＹ新日本有限責任監査法人
アシュアランスイノベーション本部 CoE推進部
E-mail：makoto.hara2@jp.ey.com
E-mail：hiroki.nakamura@jp.ey.com
E-mail：kenta.yukimoto@jp.ey.com

ここまで紹介した例は、いずれもプロセスマイニン
グを活用したリスク評価の事例でした。プロセスマイ
ニングの会計監査での活用範囲は、リスク評価が中心

Ⅲ　統制の運用テストにおける応用の可能性

▶図4　注文書の承認と物品の検収が同一ユーザーに
より行われた取引

▶ USR00051

▶ USR40335

ユーザー ID

合計

▼ 件数 割合

USR00051

USR00461

USR40335
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7 38.89％

1 5.56％

18 100％

▶ USR40551

▶ USR00954

▶ USR00461
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1

1
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2

7

注文書を承認した従業員が自ら物品の検収を行った取引が18件あり、一
部の取引には他の従業員が関係していることが分かります。

▶図3　取引先Aとの取引フロー

21日

▶ 注文書の作成

物品の検収

17時間

0日

78日

0秒

8日

10日

0秒

0秒

4日

8分

5分

14時間

125日

94日

注文書の承認

注文書の変更

注文書の却下

請求書の転記

34日

3時間

請求書の支払

支払の転記

▶ 請求書の受領

31日

96日

158日

発注から検収までの期間が平均158日と長期であることが分かります。

であり、リスク対応には、統制の運用テストや、勘定
残高や仕訳に関する実証手続が別途必要です。
今後、プロセスマイニングの応用が期待される分野
として、統制の運用テストがあります。統制の運用テ
ストは、統制の実施者への質問や、サンプルとして選
定した取引についての統制の実施を裏付ける証憑の閲
覧等により行われます。このような統制の運用テスト
に、EYではデータ分析を用いることを検討していま
す。プロセスマイニングで扱うイベントデータは詳細
かつ大量であり、従来型の監査手続では捉えきれな
かった統制の運用状況に関する情報を、イベントデー
タの分析から得られる可能性があります。このような
新しい監査アプローチには、分析方法の開発のみなら
ず、監査基準の要求事項との関係の整理等のさまざま
な課題があり、実用化に向けて一層の検討が必要で
す。プロセスマイニングを応用した統制の運用テスト
が実現できれば、より効果的かつ効率的な統制の運用
テストにつながり、また、監査上よりリスクの高い分
野に注力することが可能となり、監査品質の向上につ
ながります。

このように、プロセスマイニングを活用すること
で、より高度なリスク評価が可能となり、リスク評価
を踏まえてより効果的かつ効率的なリスク対応が可能
となります。また、従来の監査手続と比較し、より詳細
に業務プロセスを理解できることから、被監査会社に
対しより有用な気付事項を提供できるようになります。

EYでは、本稿で紹介した購買プロセスに加えて、販
売プロセスや他の業務プロセスにプロセスマイニング
を適用できるよう、監査ツールおよび監査メソドロジー
の開発を進めています。また、プロセスマイニングを
応用した統制の運用テストについても、実務への導入
に向けた検討を行っています。プロセスマイニングの
活用を通じた会計監査の高度化を、引き続き推進して
いきます。

Ⅳ　おわりに
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